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第
三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出
に
つ
い
て

第
三
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
被
保
険
者
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）
で
あ
る
夫
（
妻
）
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

妻
（
夫
）
を
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

と
い
い
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
、
第
２
号
被

保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
す
る
と
、

配
偶
者（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
）の

保
険
料
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
　

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶

者
の
給
料
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く
、
配
偶

者
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

が
制
度
全
体
と
し
て
負
担
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
第
三
号
被
保

険
者
の
届
出
を
し
て
も
、
そ
の
配
偶
者
の
保

険
料
の
負
担
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

離
婚
等
に
よ
り
第
三
号
被
保
険
者
で
な

く
な
っ
た
と
き
の
届
出
は
ど
こ
で
行
う
の

で
す
か
？

　
　

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い

ま
す
。

・
年
金
手
帳

・
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
日
を
確
認

で
き
る
書
類
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
等

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

夫
が
退
職
す
る
と
届
出
が
必
要
で
す

か
？
も
し
届
出
を
し
な
い
と
困
る
こ
と
が

あ
る
の
で
す
か
？

　
　

届
出
が
必
要
で
す
。
ご
主
人
が
会
社
を

や
め
る
と
、
第
二
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号

被
保
険
者
と
な
り
、
ま
た
、
あ
な
た
も
第
三

号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
国
民
年
金

係
の
窓
口
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

離
婚
等
を
し
た
時
に
、
厚
生
年
金
の
保
険

料
納
付
記
録
（
加
入
記
録
）
を
夫
婦
で
分
割

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
分
割
制
度
に
は
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
実
施
さ
れ
た
「
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分

割
」（
合
意
分
割
制
度
）
と
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
「
離
婚
時
の
第
三
号
期
間

に
つ
い
て
の
厚
生
年
金
の
分
割
」（
三
号
分
割

制
度
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

※
分
割
さ
れ
る
年
金
は
厚
生
年
金
の
み
で
、

国
民
年
金
は
分
割
さ
れ
ま
せ
ん
。

① 

合
意
分
割
制
度

　

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
夫
婦
が
離

婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
の

加
入
記
録
の
多
い
人
か
ら
少
な
い
人
へ
、
そ

の
加
入
記
録
を
分
割
で
き
る
制
度
で
す
。

　

分
割
の
上
限
は
、
両
者
の
婚
姻
期
間
中
の

加
入
記
録
の
合
計
額
の
半
分
ま
で
と
さ
れ
ま

す
。
分
割
割
合
は
両
者
で
協
議
し
て
決
め
、

原
則
、
離
婚
後
２
年
以
内
に
厚
生
労
働
大
臣

（
年
金
事
務
所
）
に
請
求
し
ま
す
。
協
議
が
ま

と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
一
方
の
求
め
に
よ
っ

て
裁
判
所
が
分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

年
金
だ
よ
り
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離
婚
し
た
と
き
の
夫
婦
間
の

厚
生
年
金
の
分
割
に
つ
い
て

② 

三
号
分
割
制
度

厚
生
年
金
の
加
入
者
（
こ
こ
で
は
夫
と
仮

定
し
ま
す
）
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
（
こ
こ
で
は

妻
と
仮
定
し
ま
す
）
の
期
間
が
あ
る
夫
婦
が

離
婚
し
た
場
合
、
平
成
20
年
４
月
以
後
の
妻

が
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
に
つ
い

て
、
夫
の
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
の
二
分
の

一
の
額
を
、
妻
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
こ
ち
ら
も
原
則
、
離
婚
後
２
年
以
内
に
厚

生
労
働
大
臣
（
年
金
事
務
所
）
へ
の
請
求
が

必
要
で
す
）。

な
お
、
①
の
「
合
意
分
割
制
度
」
で
は
、

当
事
者
の
合
意
ま
た
は
裁
判
所
の
決
定
が
必

要
で
す
が
、
②
の
「
三
号
分
割
制
度
」
で
は
、

第
三
号
被
保
険
者
だ
っ
た
人
の
厚
生
労
働
大
臣

（
年
金
事
務
所
）
へ
の
請
求
だ
け
で
分
割
が
行

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
合
意
分
割
」を
請
求
し
た
際
に
、「
第

三
号
分
割
」
の
対
象
期
間
も
あ
れ
ば
、
同
時
に

「
第
三
号
分
割
」
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。コ

ザ
年
金
事
務
所　
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